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高齢者人口の推移
こう　れい　しゃ　じん　こう

か い 　  ご 　 　 ほ 　 け ん

に ん 　 て い 　 し ゃ わ り 　 あ い

すい　  い

　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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高齢化率 19.6％ 18.5％ 22.4％ 25.1％ 24.4％ 27.6％ 26.2％ 13.8％ 24.6％ 16.3％ 12.4％ 20.4％

高齢者数
（65歳以上） 788 352 659 854 507 266 286 426 947 465 332 5,882

人口 4,023 1,902 2,938 3,403 2,075 964 1,092 3,090 3,848 2,846 2,677 28,585
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令和2年9月30日時点　（典拠）住民基本台帳

〇各行政区における高齢化率
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新規要介護認定者の

介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町
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 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる
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　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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公共サービス
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●介護保険
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かい  ご ほ けん
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きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
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地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
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きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう
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高齢者の多様化する
課題への支援
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3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整
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い し　く ぜんたい ちょうせい
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点
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　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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高齢者の多様化する
課題への支援
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備える意識の啓発
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行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。
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だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい

じゅうじつ

そな

き かんきょう

もくひょう すいしん

ととの こうれいしゃ かつりょく い ち いきしゃかい ち いき じつげんきょうどう
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ほんけいかく
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ただ
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ねん

たいしょう  き  かん れい わ れい わねん ど ねん ど ねんかん
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい

じゅうじつ

そな

き かんきょう

もくひょう すいしん

ととの こうれいしゃ かつりょく い ち いきしゃかい ち いき じつげんきょうどう

はか こうれいしゃ つちか ゆた けいけん ち しき ぎ のう ぞんぶん はっこころがま じょうせい

こうれい き す ちょうみん みなさま か ぞく こうれい き むか

じ ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく じんせい ねん じ だい み　す あんしん たの

こうれいしゃ せ  たい ぞう か あわ なん し  えん ひつよう こうれいしゃ ふ

ねん ねん こうれい か  りつ たっ み　こ

ねん がつ こうれい か  りつ こ ちょうみん にん り こうれいしゃ

ほんけいかく

ほんけいかく

だんかい だんかいせ  だい せ  だいさい さいれい  わ

れい わ

ただ

め れい わ ねん ど ちゅうかんひょう か ひつようおこな おう み なお はか

おきなわけんかい ご    ほ けんこういきれんごう さくてい かい ご   ほ けん  じ ぎょうけいかく せいごうせい はか ねん

ねん み　す み とお ふちゅうちょう き てき けいかく しめ

ねん

たいしょう  き  かん れい わ れい わねん ど ねん ど ねんかん

ろうじんふく し ほうだい じょう さだ しちょうそんろうじんふく し けいかく

ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく さまざま し  さく つま

公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい

じゅうじつ

そな

き かんきょう

もくひょう すいしん

ととの こうれいしゃ かつりょく い ち いきしゃかい ち いき じつげんきょうどう

はか こうれいしゃ つちか ゆた けいけん ち しき ぎ のう ぞんぶん はっこころがま じょうせい

こうれい き す ちょうみん みなさま か ぞく こうれい き むか

じ ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく じんせい ねん じ だい み　す あんしん たの

こうれいしゃ せ  たい ぞう か あわ なん し  えん ひつよう こうれいしゃ ふ

ねん ねん こうれい か  りつ たっ み　こ

ねん がつ こうれい か  りつ こ ちょうみん にん り こうれいしゃ

ほんけいかく

ほんけいかく

だんかい だんかいせ  だい せ  だいさい さいれい  わ

れい わ

ただ

め れい わ ねん ど ちゅうかんひょう か ひつようおこな おう み なお はか

おきなわけんかい ご    ほ けんこういきれんごう さくてい かい ご   ほ けん  じ ぎょうけいかく せいごうせい はか ねん

ねん み　す み とお ふちゅうちょう き てき けいかく しめ

ねん

たいしょう  き  かん れい わ れい わねん ど ねん ど ねんかん

ろうじんふく し ほうだい じょう さだ しちょうそんろうじんふく し けいかく

ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく さまざま し  さく つま

公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
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NPO
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互助
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自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整
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ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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高齢者人口の推移
こう　れい　しゃ　じん　こう
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。

町全体
2,522人

何にも
参加して
いない人

23％

何らかの
社会活動に
参加している人

77％

男性
1,127人

何にも
参加して
いない人

25％

何らかの
社会活動に
参加している人

75％

その他
11％

認知症または
認知症の疑い（60人）

28％

16％
11％10％

9％
5％

心疾患
3％精神疾患

3％

がん（11人）

関節疾患
（19人）

高齢による
機能低下（10人）

脳血管疾患
（25人）

転倒・骨折
（34人）

パーキンソン又は
パーキンソン症候群

4％

女性
128人

関節疾患
13％

転倒・骨折
24％

その他
16％

脳血管疾患
8％

がん
2％

高齢による
機能低下
10％

認知症または
認知症の疑い
27％

男性
87人

関節疾患
3.4％

脳血管疾患
17.2％

高齢による機能低下
10.3％

その他
26.4％

転倒・骨折
4.6％

がん
9.2％

認知症または
認知症の疑い
28.7％

＜男女別の内訳＞

れい  わ がん ねん ど

ひ　ほ  けんしゃ

り ゆう かくにん り  ゆう

にん ちしょう にん ちしょう うたが

もっと おお

にん かい ご ひつよう おも

あら ようかい  ご とうにんてい う だい ごう

れい  わ 

こうもくべつ しつもん

しゃかいかつどう さん か

ようかい ご  とうにんてい う さい い じょう やく わり かた なん

ねん ど じっ し しゃかいさん か しゃかいかつどう さん  か じょうきょう

北谷町
ちゃたんちょう

C h a t a n  T o w n

第8次北谷町高齢者保健福祉計画第8次北谷町高齢者保健福祉計画第8次北谷町高齢者保健福祉計画
だいだいだい じじじ ちゃ　たん　ちょうちゃ　たん　ちょうちゃ　たん　ちょう こう　れい　しゃこう　れい　しゃこう　れい　しゃ ほ　  けん  ふく    し　 けい　 かくほ　  けん  ふく    し　 けい　 かくほ　  けん  ふく    し　 けい　 かく

令和３年度（2021年度）～令和8年度（2026年度）
れい わ れい わねん ど ねん ど ねん ど ねん ど

令和３年（2021年）３月

概 要 版
がい ば んよ う

地 区 プ ラ ン
ち く

について

北谷町では、地域の実情に合った地区ごとのプランを作っています。
ちゃたんちょう ち  いき じつじょう あ ち　 く つく

ちーたん
ⓒ北谷町

北谷町  住民福祉部  福祉課
ちゃ たん ちょう じゅうみん ふく　し　 ぶ ふく　し　 か

〒904-0192　沖縄県中頭群北谷町字桑江226番地
TEL：098-936-1234　　FAX：098-982-1474

おきなわけんなかがみぐんちゃたんちょうあざくわ え ばん ち

上勢区

上
勢
区
プ
ラ
ン

桃原区

い
き
い
き
夢

プ
ラ
ン

栄口区

あ
し
び
な
ぁ

プ
ラ
ン

桑江区

い
い
ま
ー
る
プ
ラ
ン

謝苅区

て
ぃ
ー
だ
プ
ラ
ン

北玉区

ち
ゅ
い
し
ぃ
じ
ぃ

プ
ラ
ン

宇地原区

が
じ
ゅ
ま
る

プ
ラ
ン

北前区

ア
ラ
ハ
ド
リ
ー
ム

プ
ラ
ン
〜
A
D
P
〜

宮城区

楽
ら
く
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ン

砂辺区

り
っ
か
り
っ
か

ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
ン

美浜区

ち
ゅ
ら
あ
い
ら
ん
ど

プ
ラ
ン

https://www.chatan.jp/

高齢者人口の推移
こう　れい　しゃ　じん　こう

か い 　  ご 　 　 ほ 　 け ん

に ん 　 て い 　 し ゃ わ り 　 あ い

すい　  い

　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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高齢者人口の推移
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
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　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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高齢者人口の推移
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
（人）

0

10.0

5.0

15.0

20.0

25.0

30.0
（％）

29,117

19.2

5,595

18,273

5,249

28,957

19.9

5,761

18,048

5,148

28,858

20.4

5,882

17,840

5,136

28,738

20.9

6,001

17,640

5,097

28,588

21.2

6,059

17,467

5,062

28,434

21.5

6,127

17,337

4,970

28,265

21.9

6,189

17,186

4,890

28,083

22.2

6,241

17,052

4,790

27,109

24.0

6,517

16,172

4,420

25,992

26.6

6,920

15,040

4,032

24,788

29.3

7,263

13,697

3,828

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和12年
2025年

令和17年 令和22年
2040年

高齢化率は
上昇傾向

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率総人口

要介護 自立 要介護認定率総人口

0

500

1,000

1,500

2,000
（人）

0

20.0

40.0

60.0

80.0
（％）

69.9

100
232

25.6

658

226

10.8

918

111

6.4

1,195

82
3.4

1,694

332

523

884
1,029

1,277

1,753

59
90歳～85歳～80歳～75歳～70歳～65歳～

45.1

287

236

年齢と共に
認定率は上昇

前期高齢者
4.7%

後期高齢者
29.1%

上勢区 桃原区 栄口区 桑江区 謝苅区 北玉区 宇地原区 北前区 宮城区 砂辺区 美浜区 町全体

高齢化率 19.6％ 18.5％ 22.4％ 25.1％ 24.4％ 27.6％ 26.2％ 13.8％ 24.6％ 16.3％ 12.4％ 20.4％

高齢者数
（65歳以上） 788 352 659 854 507 266 286 426 947 465 332 5,882

人口 4,023 1,902 2,938 3,403 2,075 964 1,092 3,090 3,848 2,846 2,677 28,585

（人）

令和2年9月30日時点　（典拠）住民基本台帳

〇各行政区における高齢化率
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介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。
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項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町
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 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる
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　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点
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計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう
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社会保険制度

●医療保険

●介護保険
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かい  ご ほ けん
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地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
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自分の能力・
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じ  じょ
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NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう
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高齢者の多様化する
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3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動
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みずか おこな けんこう
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高齢者の多様化する
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役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整
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い し　く ぜんたい ちょうせい
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はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい
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そな
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
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に
支
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ら
れ
、
生
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を
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町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい

じゅうじつ

そな

き かんきょう

もくひょう すいしん

ととの こうれいしゃ かつりょく い ち いきしゃかい ち いき じつげんきょうどう

はか こうれいしゃ つちか ゆた けいけん ち しき ぎ のう ぞんぶん はっこころがま じょうせい

こうれい き す ちょうみん みなさま か ぞく こうれい き むか

じ ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく じんせい ねん じ だい み　す あんしん たの

こうれいしゃ せ  たい ぞう か あわ なん し  えん ひつよう こうれいしゃ ふ

ねん ねん こうれい か  りつ たっ み　こ

ねん がつ こうれい か  りつ こ ちょうみん にん り こうれいしゃ

ほんけいかく

ほんけいかく

だんかい だんかいせ  だい せ  だいさい さいれい  わ

れい わ

ただ

め れい わ ねん ど ちゅうかんひょう か ひつようおこな おう み なお はか

おきなわけんかい ご    ほ けんこういきれんごう さくてい かい ご   ほ けん  じ ぎょうけいかく せいごうせい はか ねん

ねん み　す み とお ふちゅうちょう き てき けいかく しめ

ねん

たいしょう  き  かん れい わ れい わねん ど ねん ど ねんかん

ろうじんふく し ほうだい じょう さだ しちょうそんろうじんふく し けいかく

ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく さまざま し  さく つま

公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる

こうれいしゃ じ りつ そんげん たも し　く

こうれいしゃ けんこう たの し　く

こうれいしゃ

ほんけいかく

よろこ

じょう き もくひょう かか

かん ちゃたんちょう こうれいしゃ と ま まち とりくみ ふげんじょうぐ  たい か

き  ほん  り ねん ちょうみん たち ば ち いきしゃかい ち いきしゃかい ささ いこうけん

ち  いきしゃかい さんかく し　く

　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点

し  さく てん かい し  てん02

自助・互助・共助・公助とは？
じ  じょ ご  じょ きょうじょ こう じょ03

計画の位置付けと期間
けい かく い　 ち 　づ き  かん01

　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画

基本
理念 基本目標 基本施策 施策の方向

す
べ
て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
し
、
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷
町

1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携

ほんちょう れい わ  がんねん

れい わ

ひと り   ぐ

よ  そく

だい

じゅうじつ

そな

き かんきょう

もくひょう すいしん

ととの こうれいしゃ かつりょく い ち いきしゃかい ち いき じつげんきょうどう

はか こうれいしゃ つちか ゆた けいけん ち しき ぎ のう ぞんぶん はっこころがま じょうせい
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ほんけいかく

ほんけいかく
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おきなわけんかい ご    ほ けんこういきれんごう さくてい かい ご   ほ けん  じ ぎょうけいかく せいごうせい はか ねん

ねん み　す み とお ふちゅうちょう き てき けいかく しめ

ねん

たいしょう  き  かん れい わ れい わねん ど ねん ど ねんかん

ろうじんふく し ほうだい じょう さだ しちょうそんろうじんふく し けいかく

ちゃたんちょうこうれいしゃ ほ  けんふく し  けいかく さまざま し  さく つま

公共サービス

●高齢者福祉事業

●生活保護　●権利擁護

こうきょう

こうれいしゃふく し　じぎょう

せいかつ ほ   ご けん  り よう ご

公助
こう じょ

社会保険制度

●医療保険

●介護保険

しゃかい ほ けんせい ど

い りょう ほ けん

かい  ご ほ けん

共助
きょうじょ

介護保険料や税金を財源としたサービスの提供と給付
かい  ご   ほ  けんりょう ぜい きん ざいげん ていきょう きゅう ふ

地域にあった「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの在り方、相互の関係を模索
ち いき じじょ ごじょ こうじょ あ かた そう ご かんけい も さくきょうじょ

自分の能力・

自分の収入で

準備して生活する

じ  ぶん

じ  ぶん しゅうにゅう

じゅん  び せいかつ

のうりょく

自助
じ  じょ

近所の助け合い

ボランティア

NPO

きんじょ たす あ

互助
ご  じょ

自ら行う健康づくりや、地域の助け合いの活動

（生活支援・介護予防・見守り）など

みずか おこな けんこう

せいかつ  し  えん み  まもかい  ご   よ  ぼう

ち  いき たす あ かつどう

高齢者の多様化する
課題への支援

こうれいしゃ

か だい し えん

た よう か1
自助・互助・共助・公助
それぞれの機能と
役割の明確化と推進

じ じょ

き のう

やくわり めいかく か すいしん

ご じょ こう じょきょうじょ

3

備える意識の啓発
そな い しき けいはつ2

行政の役割は
「地域の力」「民間の力」
「行政の力」の3つの力を
活かした仕組み全体の調整

ぎょうせい

ぎょうせい ちから ちから

い し　く ぜんたい ちょうせい

やくわり

ち いき ちから みんかん ちから4

はじめに

基本理念
き ほん り ねん

すべての町民がそれぞれの立場で貢献し、
地域社会に支えられ、生きていくことに喜びを感じる北谷町

ちょうみん たち  ば

ち いきしゃかい ささ かんい よろこ ちゃたんちょう

こうけん

 本町では、令和元年（2019年）11月に高齢化率が20％を超え町民の5人に1人が高齢者と
なりました。また、令和22年（2040年）には高齢化率は29.3％に達すると見込まれてお
り、一人暮らしや高齢者のみ世帯の増加、併せて何らかの支援が必要な高齢者が増えていく
ことが予測されております。
　第8次北谷町高齢者保健福祉計画においては、人生100年時代を見据え、安心して楽しく
充実した高齢期を過ごせるよう、すべての町民の皆様とその家族が高齢期を迎えるにあたっ
て備える心構えの醸成を図りつつ、高齢者が培ってきた豊かな経験や知識、技能を存分に発
揮できる環境を整え、高齢者の活力を活かした地域社会を地域と協働で実現していくことを
目標に推進してまいります。

　本計画の基本理念『すべての町民がそれぞれの立場で地域社会に貢献し、地域社会に支えられ、生きて
いくことに喜びを感じる北谷町』を具体化するため、高齢者を取り巻く現状と町のこれまでの取組を踏まえ
上記の目標を掲げます。

基本目標
き ほんもくひょう

1.高齢者が自立と尊厳を保てる仕組みをつくる
2.高齢者が建康づくりを楽しむ仕組みをつくる
3.高齢者が地域社会に参画する仕組みをつくる
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　「北谷町高齢者保健福祉計画」には様々な施策が詰まっています。

第8次北谷町高齢者保健福祉計画施策の体系
だい じ ちゃたんちょう こうれい しゃ  ほ  けん ふく  し けい かく し  さく たいけい04施策展開の視点
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計画の位置付けと期間
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　本計画は、老人福祉法第20条の８に定められている市町村老人福祉計画です。

（１）法的な位置づけ
ほうてき い　ち

　本計画の対象期間は、2021（令和3）年度から2026（令和8）年度までの6年間としま
す。団塊の世代が75歳になる2025（令和7）年、団塊ジュニア世代が65歳になる2040
（令和22）年を見据え、中長期的な見通しを踏まえた計画を示しています。
　但し、沖縄県介護保険広域連合が策定する介護保険事業計画との整合性を図るため、3年
目（令和5年度）に中間評価を行い、必要に応じて見直しを図ります。

（2）計画の期間
けいかく き かん

2015～2017年度
(平成27～29年度)

2018～2020年度
(平成30～令和2年度)

2021～2023年度
(令和3～5年度)

2024～2026年度
(令和6～8年度)

2027～2032年度
(令和9～14 年度)

▲団塊の世代が65歳に【2015(平成27)年】

評価・見直し
●

評価・見直し
●

▲団塊の世代が75歳に【2025(令和7)年】

第７次計画

第8次計画

第9次計画
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1. 高齢者が
自立と尊厳を
保てる
仕組みをつくる

（1）地域包括ケアシステムの推進

①地域包括ケアシステムの充実・強化

②地域包括支援センターの機能強化

（2）認知症対策の推進 ①認知症対策の推進

（3）互助機能の充実強化
①地域のつながりの充実

②見守りネットワークの構築

（4）権利擁護の推進
①制度の普及

②高齢者虐待への対応

（5）安全・安心の確保

①防災・防火への取り組み

②交通安全対策

③感染症対策

（6）「備え」の促進 ①「備え」の促進

2. 高齢者が
健康づくりを
楽しむ
仕組みをつくる

（1）健康づくりの推進 ①健康づくりの推進

（2）介護予防の推進 ①介護予防の推進

3. 高齢者が
地域社会に
参画する
仕組みをつくる

（1）多様な地域活動への支援
①社会資源の整備
　（地域活動への参加を促すための環境整備）

（2）
地域で活動する場
及び人材の確保と
コーディネート

①地域で活動する場と人材の確保と
　マッチング

②シルバー人材センターとの連携
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高齢者人口の推移
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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年齢と共に
認定率は上昇

前期高齢者
4.7%

後期高齢者
29.1%

上勢区 桃原区 栄口区 桑江区 謝苅区 北玉区 宇地原区 北前区 宮城区 砂辺区 美浜区 町全体

高齢化率 19.6％ 18.5％ 22.4％ 25.1％ 24.4％ 27.6％ 26.2％ 13.8％ 24.6％ 16.3％ 12.4％ 20.4％

高齢者数
（65歳以上） 788 352 659 854 507 266 286 426 947 465 332 5,882

人口 4,023 1,902 2,938 3,403 2,075 964 1,092 3,090 3,848 2,846 2,677 28,585

（人）

令和2年9月30日時点　（典拠）住民基本台帳
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介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。
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項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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く見込みです。

介護保険

認定者の割合
　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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かい　  ご ひ つ　よう おも り　  ゆ う

女性
1,320人

何にも
参加して
いない人

22％

何らかの
社会活動に
参加している人

78％

新規要介護認定者の

介護が必要になった主な理由
　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。

町全体
2,522人

何にも
参加して
いない人

23％

何らかの
社会活動に
参加している人

77％

男性
1,127人

何にも
参加して
いない人

25％

何らかの
社会活動に
参加している人

75％

その他
11％

認知症または
認知症の疑い（60人）

28％

16％
11％10％

9％
5％

心疾患
3％精神疾患

3％

がん（11人）

関節疾患
（19人）

高齢による
機能低下（10人）

脳血管疾患
（25人）

転倒・骨折
（34人）

パーキンソン又は
パーキンソン症候群

4％

女性
128人

関節疾患
13％

転倒・骨折
24％

その他
16％

脳血管疾患
8％

がん
2％

高齢による
機能低下
10％

認知症または
認知症の疑い
27％

男性
87人

関節疾患
3.4％

脳血管疾患
17.2％

高齢による機能低下
10.3％

その他
26.4％

転倒・骨折
4.6％

がん
9.2％

認知症または
認知症の疑い
28.7％

＜男女別の内訳＞

れい  わ がん ねん ど

ひ　ほ  けんしゃ

り ゆう かくにん り  ゆう

にん ちしょう にん ちしょう うたが

もっと おお

にん かい ご ひつよう おも

あら ようかい  ご とうにんてい う だい ごう

れい  わ 

こうもくべつ しつもん

しゃかいかつどう さん か

ようかい ご  とうにんてい う さい い じょう やく わり かた なん

ねん ど じっ し しゃかいさん か しゃかいかつどう さん  か じょうきょう


